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こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１２回です。 

 

３人の中でまず最初に壁にぶつかったのがＳさんでした。 

小６になるとずっと安定して取れるようになった国語に比べ、算数では

少なからず波がありました。月例テストでも、３回に１回ほどは算数の

成績が落ち込むことがありました。そして合否を大きく左右する夏講の

前半、Ｓさんの算数は大きく崩れました。突如やってきた大スランプと

形容してもいいくらいの崩れ方でした。 

田宮はすさまじいペースで課題を消化していくＳさんとＫさんの課題に、

「理解しながら進まなきゃダメだ。算数は暗記じゃない。解法をパター

ンのように覚えてやってもダメだ。なぜそうするのかいつも考えるんだ。

先生はただ問題に忠実に動いているぞ。」と毎回のように声をかけていま

した。 

深く思考する所、スピーディーに走るべき所、勉強にはどちらも必要で

すが、ＳさんＫさんは明らかに前者が足りませんでした。 



Ｓさんはなんとか田宮流を真似(表面的な真似ではなく、なぜそうするか

原理を理解した上で同じ動きをすること)しようとしました。そこにいつ

もスランプを脱出し、得点力を飛躍させる鍵があると、先輩たちも何度

も言ってきたからです。 

 

また双子でいつも一緒、何でも一対という環境にもどこか慣れてしまっ

ている部分もありました。私たちは彼女たちの志望校は違っていた方が

いいかもしれないと考えるようになりました。志望校を決めきらずにき

たＳさんに勧めたのは雙葉中でした。 

「Ｓのスピード、物事に物事にまっすぐに取り組む姿勢、素直な性格。

Ｓは雙葉に高い適性があるよ。K と同じ学校を目指すのもいいけど、Ｓ

に向いた学校に向けてもう一度勉強を立て直してみないか？」 

これでＳさんの目は輝きました。そしてここからＳさんの逆襲が始まり

ました。 

 

田宮流を徹底すること、そして志望校を定めたことでＳさんは大きく変

わりました。このがんばりの先に雙葉があると、以前より粘り強く思考

するようになりました。なんとなくの憧れ校ではなく、絶対に行くんだ



という志望校があることは子どもたちの意志やがんばりを加速させます。

元々スピードがあり、課題もサボることなく全て回してきたＳさんです。

こうなるとこれまで積み重ねてきた量が、どんどん質へと昇華していく

のが目に見えてきました。得点源の国語だけでなく、算数での崩れも

徐々になくなってきました。 

ただ、算数の得点力は簡単には上がりませんでした。外部模試でもなか

なか得点できない算数に田宮は一回一回アドバイスし、本番では絶対に

取れるよう支え続けていました。 

私たちの苦手科目への徹底した伴走と、得点できるまであきらめない技

術的な後押しは、他塾の追随を許さないものです。それは大手進学塾時

代からずっと一貫してきた、私たちの塾講師としての矜持でした。 

 

（第１３回につづく） 
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